
第３回 四国地方整備局 
事業評価監視委員会説明資料 

資料－８ 

四国横断自動車道 阿南四万十線（須崎新荘～窪川） 
 

一般国道５６号 中土佐インター関連  

（事後評価） 

あ な ん 

平成２７年１２月 ８日 

国土交通省四国地方整備局 

す さ き し  ま  ん  と し ん じ ょ う く ぼ か わ 

な か と さ 



至四万十市 

事業完了後５年経過 
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■ 事業目的 

・ 四国８の字ネットワークの一部を形成し、高知県西南地域の広域交流の促進及び 

 地域活性化に大きく寄与する道路 

・ 交通の難所回避により、安全・安心で快適なドライブを支援 

・ ダブルネットワークによる信頼性の向上 

・ 救急医療に対する安心感の向上 

・ アクセス向上により、地域活性化を支援 

１．事業の目的と概要（１） 事業完了後５年経過 

＜位置図＞ 

＜平面図＞ 

四万十町影野（四万十町東ＩＣ付近）  平成27年11月撮影 

須崎市下分（須崎西ＩＣ付近）  平成27年11月撮影 

至高知市 

四万十町中央IC 

四万十町東IC 

中土佐IC 

須崎西IC 

須崎中央IC 四万十町 

中土佐町 

須崎市 

一般国道５６号 
中土佐インター関連 延長 0.2km 

至高知市 

至四万十市 

写真① 

写真② 

【写真②】 

【写真①】 

高速道路 

一般国道 

事後評価箇所 

関連事業(事業中） 

 

四国横断自動車道 阿南四万十線（須崎新荘～窪川） 延長 21.8km 

H23.3 開通 
延長 7.0km 

(2/4) 

H24.12 開通 
延長 14.8km 

(2/4) 

至四万十市 

至高知市 

高知県 

《時間短縮》 
34分 ⇒ 19分 １５分短縮 
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１．事業の目的と概要（２） 

四国横断自動車道 阿南四万十線（須崎新荘～窪川） 一般国道５６号 中土佐インター関連 

起終点 

 

自：高知県須崎市下分 
 

至：高知県高岡郡四万十町平串 

 

自：高知県高岡郡中土佐町久礼 
 

至：高知県高岡郡中土佐町久礼 

延長、幅員 延長 ２１．８km、幅員 １０．５m 延長 0.2km、幅員 ８．０m 

構造規格 
設計速度 

＜自動車専用道路＞ 
第１種第３級、暫定２車線、設計速度 ８０km/h 

ランプ（Ｃ規格）、２車線、設計速度 ３０km/h 

都市計画決定 
平成 ７年度 （須崎市～中土佐町） 
平成 ８年度 （中土佐町～四万十町） 

平成 ７年度 

事
業
の
経
緯 

事業化 平成 ９年度（平成１５年度 新直轄方式に切り替え） 平成１４年度 

用地着手 平成１３年度 平成１４年度 

工事着手 平成１５年度 平成１５年度 

開通年 
平成２２年度（須崎西IC～中土佐IC） 
平成２４年度（中土佐IC～四万十町中央IC） 

平成２２年度 

■ 計画概要 

し も ぶ ん す さ き 

ひ ら ぐ し し ま ん と ち ょ う た か お か 

（単位: m） 

あ な ん し ま ん と す さ き しんじょう くぼかわ な か と さ 

た か お か 

た か お か な か と さ ち ょ う 

な か と さ ち ょ う 

く れ 

く れ 

＜標準断面図 四国横断自動車道 阿南四万十線（須崎新荘～窪川）＞ 
【トンネル部】 【土工部】 【橋梁部（L≧50m）】 （単位: m） （単位: m） 
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前回再評価時 
（Ｈ２０再評価時※） 

開通後 変化及びその原因 

道路構造等 
【自動車専用道路】 

第１種第３級、暫定２車線 
延長 21.8km、設計速度 80km/h    

【自動車専用道路】 
第１種第３級、暫定２車線 

延長 21.8km、設計速度 80km/h 
 変更なし 

総事業費 ９４５億円 ８０６億円 
 トンネル工法、断面の変更、効率的な残土処理場の確保などに
よるコスト縮減 

交通量 ８，２００～１２，４００台/日 
８，４００～１３，１００台/日 

（実績 H27.11.5（木）） 

 Ｈ２０再評価時の計画交通量は、Ｈ１７センサスベースフル 
 ネットでの推計値 

事業期間 平成９年度～平成２３年度 平成９年度～平成２４年度   

２．費用対効果分析の算定基礎となった要因の変化 

 ■ 当初計画と開通時の比較 

当初計画 
（Ｈ２０年度点検時） 

開通後 変化及びその原因 

道路構造等 
ランプ（Ｃ規格） 

２車線、延長 ０．２km 
ランプ（Ｃ規格） 

２車線、延長 ０．２km 
 変化なし 

総事業費 ６億円 ３億円 
 盛土材を本線工事より流用、両側歩道を片側歩道に変更する 
 などによるコスト縮減 

交通量 ５，９００台/日 
４，７００台/日 

（実績 H27.11.19（木）） 

 Ｈ２０年度点検時の計画交通量は、Ｈ１７センサスベースフル 
 ネットでの推計値 

事業期間 平成１４年度～平成２３年度 平成１４年度～平成２２年度   

＜四国横断自動車道 阿南四万十線（須崎新荘～窪川）＞ 

＜一般国道５６号 中土佐インター関連＞ 

※平成９年事業化で新規採択評価を行っていないため、参考値としてＨ２０再評価時の値等を記載 

※平成１４年事業化時の資料詳細が不明のため、参考値としてＨ２０Ｂ／Ｃ点検時の値等を記載 
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３．事業効果の発現状況（１） 交通の転換及び交通量の増加 

・四国横断自動車道の開通により、最大９割の交通が高速道路に転換、高知県中心部と西南地域を結ぶ大動脈として機能。 

・国道５６号とあわせた交通量は、最大で平日約１割、休日約２割増加。広域的な交流を支援。 

＜四国横断自動車道と国道５６号の交通量の変化＞ 
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断面③ 

断面① 

   国道５６号（現道） 
   四国横断自動車道 

断面② 

四万十町東ＩＣ～四万十町中央ＩＣ間 断面③ 

須崎西ＩＣ～中土佐ＩＣ間 断面① 

平日 休日 

中土佐ＩＣ～四万十町東ＩＣ間 断面② 

平日 休日 

（開通前） （開通後） （開通前） （開通後） 

（開通前） （開通後） （開通前） （開通後） 

（開通前） （開通後） （開通前） （開通後） 

四万十町中央IC 

中土佐IC 

須崎西IC 

四万十町東IC 

【開通前】（平日）H22.11月平均 【開通後】H27.11.5 
       （休日）H22.11月平均          H27.11.8 

【開通前】（平日）H24.11.27～29日平均 【開通後】H27.11.5 
       （休日）H24.12.2                            H27.11.8 

【開通前】（平日）H24.11.27～29日平均 【開通後】H27.11.5 
       （休日）H24.12.2                            H27.11.8 

至四万十市 

至高知市 

高速道路 

一般国道 

事後評価箇所 

関連事業(事業中） 

 

高知県 

平日 休日 

（百台/日） 

（百台/日） 

（百台/日） 

（百台/日） 

（百台/日） 

（百台/日） 

中土佐町 

四万十町 

須崎市 

中土佐町役場 

四万十町役場 

須崎市役所 

１割増 

１割増 

２割増 

２割増 

(9割) (9割) 

(8割) (9割) 

(6割) (8割) 
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開通前：Ｈ22.3.1～Ｈ23.2.28，開通後：Ｈ26.1.1～Ｈ26.12.31 

出典）高知県警察本部 交通企画課 資料 

３．事業効果の発現状況（２） 交通の難所回避により安全・安心で快適なドライブを支援 

・四国横断自動車道の開通により、高知県西南地域最大の交通難所“久礼坂”「魔の坂」 を回避。 

・急カーブ２９箇所の回避と大幅な交通の転換により、交通事故件数が８割減少。安全・安心で快適なドライブを支援。 

＜国道５６号の課題と整備効果＞ 

久礼坂 

焼坂 

四万十町 

中土佐町 

須崎市 

至四万十市 

至高知市 【写真①】 

【写真②】 

【写真③】 

写真③ 

写真② 

写真① 

： ブレーキ操作箇所（国道56号） 

： 急カーブ箇所（R＜100m） 

： ブレーキ操作箇所（四国横断道） 

▼交通事故件数 

８割 
減少 

▼重大事故件数 

4
1

6

1

10

2

0

2

4

6

8

10

12

開通前 開通後

８割 
減少 

（件/年） （件/年） 

※ランプ部のブレーキ箇所は除く 
  ブレーキ操作箇所は１往復 

高知県 

高速道路 

一般国道 

事後評価箇所 

急カーブ 
回避 

国道56号  四国横断道 国道56号  四国横断道 

ほぼ 
解消 

開通前    開通後 開通前    開通後 

国道56号   四国横断道 死亡事故   重傷事故 

※R＜100ｍとは、50km/hで走行する 
 場合に確保すべき最小半径 

※須崎西IC～四万十町中央IC間 
  (３往復の平均値） 



３．事業効果の発現状況（３） ダブルネットワークによる信頼性の向上 

＜南海トラフ地震・津波発生時の津波浸水予測エリア＞ 

資料）【高知県版第2弾】南海トラフの巨大地震による震度分布・津波浸水予測（H24.12.10公表） 

   

 

  

     

   

  

  

  

 

至高知市 
第３次医療施設 
への救急搬送 

広域的な 
救命・救助活動等 

須崎くろしお病院 

くぼかわ病院 

中土佐ICバス停 

 

・国道５６号は、高知県西南地域において唯一、第１次緊急輸送道路に指定された道路であるが、災害等発生時に緊急輸送道路 

 としての機能を失う懸念がある。 

・四国横断自動車道の開通により、ダブルネットワークが形成され、災害や交通事故による通行止め発生時の代替路として機能。 

 また、津波避難場所としての機能も有するなど道路としての信頼性が向上。 

高速道路 

一般国道 

事後評価箇所 

関連事業(事業中） 

 

四万十町 

中土佐町 

高知県 須崎市 

至高知市 

至四万十市 

6 資料）中土佐町ＨＰより 

津波浸水予測区域 

国道56号の津波浸水区間 

災害拠点病院（第２次医療施設） 

津波一時避難場所（中土佐町指定） 

▼中土佐町 津波避難マップ（中土佐ＩＣバス停） 

▼国道５６号の通行止め状況 

昭和５６年６月 土砂崩壊による通行止め 
平成２２年９月 交通事故による通行止め 

四万十町床鍋 

中土佐町久礼（久礼坂） 



３．事業効果の発現状況（４） 救急医療に対する安心の向上 
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高知市 

至四万十市 

くぼかわ病院 

須崎くろしお病院 

高知医療センター 

近森病院 

高知赤十字病院 

中土佐分署 
（Ｈ26：360人） 

四万十清流消防署 
（Ｈ26：642人） 

123人 

135人 

152人 

52人 

消防署 二次医療施設 三次医療施設 

・四国横断自動車道の開通により、救急医療施設への搬送時間が短縮。より早期に高度医療を受けることが可能になった。 

・また、久礼坂の急カーブ区間の回避により、患者の負担軽減や車内での応急処置が容易になった。 

＜救急搬送の状況＞ 

31人 

高速道路 

一般国道 

事後評価箇所 

四万十町から 

 高知医療センターまで 

84分   69分 15分短縮 
  開通前 開通後 

【救急搬送時間の短縮】 

中土佐町から 

 高知医療センターまで 

59分    53分  6分短縮 
 

 くぼかわ病院まで 

27分    21分  6分短縮 
開通前 

開通後 開通前 

開通後 

【救急搬送時間の短縮】 

出典）搬送数：H25.8.沿線消防署ヒアリング結果より 
    搬送時間：（四国横断自動車道）70km/h、 
           （国道５６号）Ｈ２２年度道路交通センサス 昼間12時間平均旅行速度を用いて算出 

高知県 

〈救急医療の安心感が向上したか?〉 

そう思う
68%

やや
そう思う

22%

あまりそう
思わない

1%

そう思わない
1%

どちらとも
言えない

8%

N=542

約９割 

▼救急隊員の声      

  （H25.8.沿線消防署ヒアリング結果より） 

・救急搬送は、ほぼ四国横断自動車道を利用している。                      

                               （高幡消防組合 中土佐分署） 

・久礼坂を回避でき、絶対安静の患者を搬送する際に、非常に 

 大きな効果を発揮しています。 

・揺れや振動がひどいと、処置が難しく、患者の容態を正確に 

 把握することができないといった問題が緩和しました。 
                                     （高幡消防組合 四万十清流消防署） 

 

・義母が、高知市内の病院に救急搬送された際に安心感・利便性 

 を実感した。                         （旧窪川町 ６０代 男性） 

・足を骨折した際、久礼坂を通るたびにものすごく痛かった。 

 安心して高知市内の病院に行け、本当に良かったと思います。 

                                 （旧窪川町 ５０代 女性） 

▼沿線にお住まいの方の声 
   （H25.8.沿線住民アンケート結果より） 

約９割の方が、 

「救急医療に対する安心感の向上」 

を実感！ 

【沿線住民アンケート調査の概要】 
実施年月：平成25年8月  
調査対象：四万十町、黒潮町にお住まいの方  
     （無作為抽出による約2,800世帯に配布） 
 回収票数：566票（回収率：20％） Ｎ=542 
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8 
出典）黒潮町まちづくり課 

【開通前】 
H23年度 

  

 

 

 

 

 

土佐西南大規模公園 

黒潮町 

黒潮町 

至宿毛市 

至高松市 

【参考】事業による波及効果（１） 広域交流の促進による地域活性化を支援 

約８倍 
合宿者数 

約１０倍 
宿泊代・弁当代 

【開通後】 
H26年度 

平成27年6月27日付 高知新聞（朝刊23面） 

・四国横断自動車道の開通につれ、黒潮町への県内外からのスポーツ合宿者数は、約８倍に増加し、宿泊やお弁当による収入も 

 約１０倍に増加。 

・合宿参加者は、西日本各地に広がり、スポーツを通じた広域の観光交流の促進による地域活性化を支援。 

＜黒潮町のスポーツ合宿＞ 

高速道路 

一般国道 

事後評価箇所 
県内外から高速道路を利用して 

黒潮町へスポーツ合宿に 

▼スポーツ合宿者数と収入 

▼スポーツ合宿参加者の居住地 

合宿者数（県外）     合宿者数（県内）     宿泊代・弁当代 

開通 

高知県 
3

国　　道

ROUTE

3

3
国　　道

ROUTE

3
5

国　　道

ROUTE

5

四国外 
２２府県 
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＜高知県西南地域の特産品＞ 

高知市や県外の消費地へ 

四万十町・四万十市 
は県内生産量 

 

第１位・第２位 

宿毛市特産 
 

だるま文旦 

文旦 

養殖マダイ 

宿毛市は 
県内生産量 

 

第１位 

出典）木材統計 

▼大阪府中央卸売市場における 
  「高知県産養殖マダイ」の取扱量とシェア 

ひのき 

▼高知県内のヒノキ生産量 

172 174 195
228

0

100

200

300

H23 H24 H25 H26

[千m3]

出典）大阪府中央卸売市場統計情報 

平成24年12月23日付 高知新聞（朝刊26面） 

【参考】事業による波及効果（２） 特産品の流通を支援  

・四国横断自動車道の開通につれ、地域の特産品である「ひのき」や「養殖マダイ」の生産量や出荷量が増加。 

・アクセス向上による特産品の流通拡大により、高知県西南地域の主要産業である農林水産業を支援。 

高速道路 

一般国道 

事後評価箇所 

四万十市 

宿毛市 

黒潮町 

四万十町 

高知市 
県内外からの商品の 
買い付けも楽に！ 

開通 

開通 

高知県 

至
宇

和
島

市
 

至高松市 



県立農業担い手育成センター 
ハウス 

クラインカルデン 
ハウス1.4ｈａ 

集出荷施設 

育苗ハウス 

県立農業担い手育成センター 
ハウス 

エンルギー 
供給施設 

集出荷施設 

ハウス1.5ｈａ 

ハウス1.4ｈａ 

エンルギー 
供給施設 
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＜四万十町で展開されている新たな取り組み＞ ▼ 新たな取り組みによる地場産品の流通経路 

次世代施設 
園芸団地 

食肉加工、 
精肉販売施設 

道の駅「あぐり窪川」 
（食品加工場） 

四万十町 
中央IC 

至四万十市 

56 

至中土佐町 

（１） 次世代施設園芸団地（トマトの生産拠点）の整備 

（２） 四万十町産の豚を使用した商品の流通拡大 

▼ 「道の駅あぐり窪川」の食品加工場等の整備 

▼ 四万十町産豚を使用した食肉加工、精肉販売施設等の整備 

＜事業概要＞ 

・「道の駅あぐり窪川」の豚まん等の増産、安定供給を行うための加工場等の整備 

・平成２９年度：新加工施設整備（平成30年度稼働予定） 

＜事業概要＞ 

・四万十町産豚の加工場と直売所を整備し、加工品開発や情報発信を進め、 

 四万十町の新たなグルメスポットとして運営 

・平成２７年度：食肉加工、精肉販売等施設整備 

＜事業概要＞ 

・平成２７年度：施設完成 

 （種苗生産：H28.2～、トマト生産：H28.8～） 

・全国１０拠点の１つであり、四国では四万十町のみ 

・東京ドーム約１個分のハウスを整備 

・生産目標は高知県の総出荷量（H26）の約３割に相当 

 する約１，６５０トン 

・約７５名の新たな地域雇用を創出 

好循環を 
生み出す 

生産 
拡大 

所得 
拡大 

担い手の 
増加・ 
雇用拡大 

見込まれる効果 

▼次世代施設園芸団地の完成イメージ 

【参考】事業による波及効果（３） 地域の新たな取り組みを支援 

四万十町 

高知市 

 

県内・県外 
へ出荷 

観光客の 
誘致 

出典）四万十町役場企画課 

・四国横断自動車道の開通を契機に四万十町では、主要産業である第一次産業の拠点として、県内最大級のトマトの生産施設や 

 四万十町産豚の加工場、販売施設などの整備を進め、生産量の増や販路拡大、地域雇用の拡大などを図っています。 
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高知市

62%

須崎市

4%

南国市

3%

中土佐町

3%

土佐市

1%

その他

27%

N=191

10歳未満

18% 10代

2%
20代

9%

30代

23%

40代

24%

50代

9%

60代

9%

70代

4%
80代

1%

高知県

31%

近畿

23%

関東

22%

中部

7%

九州

4%

中国

3%

四国（高知県除く）

2%

その他

8%

N=611

＜移住・定住の取組＞ 

▼移住問合せ者の居住地分布 

＜都道府県別＞ 

N=99 

高知県内からの 
問い合わせは 

約３割 

約７割が 
県外 

▼移住者の年齢構成 

約６割が 
３０代以下 

▼ 移住者の状況 

    

＜高知県内訳＞ 

Ｎ=191 

約７割が 
高知市周辺 

【参考】事業による波及効果（４） 移住促進のための取組を支援 

※）不明の4名除く 

四万十町 

高知市 

・四国横断自動車道の開通を契機に四万十町では、移住促進のための取組を本格的に実施。 

・これまでに、高知県内外より９９名の方が移住。若い方の移住が多く、地域の活性化にも繋がっている。  

・通勤圏の拡大も見込まれるため、高知市内周辺の方からの問い合わせが増えている。 

▼四万十町への移住者数と問い合わせ数 

    
Ｎ=611 

出典）四万十町役場企画課 

高知県外 
５５人 

西南地域 
１３人 

高知市周辺 
２７人 15 

21 

37 

26 

46 
79 

107 

379 
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地域防災計画等における位置づけ 整備効果の設定 

 ・ 津波発生時に四国横断自動車道の整備にあわせて設置した 

  避難場所（中土佐ＩＣバス停）に一時避難することで、津波による 

  直接被害を回避する効果について、中土佐町津波避難計画に 

  基づき、人命価値の観点から評価 

   

① 避難場所への一時避難に関する効果 【発災時】 

■ 高知県地域防災計画 （地震及び津波災害対策編） （H26.9修正） 
    第２章 予防対策の推進 第６節 公共土木施設等の災害予防対策 

■ 中土佐町津波避難計画 （H27.2月改正） 
    第２章 避難計画 ４ 避難場所 

【参考】 地域防災計画等に新たに位置付けられたことによる防災効果の試算 

※赤下線部は、当該道路開通以降の各計画の修正等において追記等されたもの。 

・四国横断自動車道は、南海トラフ地震により甚大な被害が想定される高知県西南地域では、発災時（一時避難、被災回避）、 

 被災直後 （避難、救命・救助等）、応急復旧～復興の各段階において、さまざまな効果を発揮することが期待されている。 

※試算の検討にあたっては、学識経験者、医療関係者、消防関係者、自治体関係者の 
 意見を踏まえ実施。 



中土佐ＩＣバス停

桜公園

３５０m

大井神社

背後地
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＜中土佐町の津波避難マップ＞ 

中土佐ICバス停までの避難可能圏域

周辺の避難場所までの避難可能圏域

中土佐ICバス停が避難場所となったことで
被災を回避できるようになった地域（メッシュ）

その他の地域（メッシュ）

＜新たに避難可能となった地域および人数＞ 

＜中土佐ICバス停への一時避難による人的損失の軽減効果 【試算値】＞ 

一時避難により被災を回避できる人数 

人命価値の観点からの軽減効果 

３４人 

約２２億円※ 

※）評価期間50年間の現在価値 
※）人的損失の原単位については、2007年に内閣府がとりまとめた交通事故に関する精神的損害額である226百万円/人を適用 

＜試算条件＞ 

①津波到達時間：30分 

②避難速度：35m/分 

③避難開始までの遅れ時間：20分 

④避難距離：350m（上記①～③による） 

⑤人口：H17国勢調査（10mメッシュ） 

出典）中土佐町 津波避難マップ（暫定版） 
    長沢・大北・道の川地区 

【参考 試算】 ①避難所への一時避難に関する効果 【発災時】 

中土佐IC 

中土佐ICバス停 
（海抜15.0m） 

桜公園 

大井神社 

背後地 

中土佐IC 

・中土佐町では、津波避難計画の中で、四国横断自動車道とあわせて整備された中土佐ICバス停を津波発生時の一時避難場所 

 として指定。 

・中土佐ICバス停が新たな一時避難場所となったことで、周辺に居住する方の安全・安心の向上に寄与。 

至高知市 

至四万十市 

周辺に居住する 
34人を対象とした 
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地域防災計画等における位置づけ 整備効果の設定 

 ・ 四国横断自動車道の開通により早期のアクセスが可能となり、 

  重症患者を早期に災害拠点病院へ搬送することができ、重症者の 

  生存率が向上する効果について高知県災害時医療救護計画及び 

  中土佐町地域防災計画を踏まえ、人命価値の観点から評価 

 ・ なお、高幡支部では、須崎くろしお病院が津波発生時に被災を 

  受けるため被災当初は機能しないことが想定されるため、 

  くぼかわ病院への搬送を想定して評価を実施 

② 道路啓開日数の短縮による救命人口の増加 【被災直後～】 

■ 高知県災害時医療救護計画 （平成27年3月修正） 
    第２ 医療救護活動 ２ 県の役割と初動体制 

■ 中土佐町地域防災計画〔一般対策編〕 （平成26年3月修正） 
    第１編 総則 第２章 中土佐町の特性 第４節 地質、地層構造 

※高幡支部：須崎市、梼原町、津野町、中土佐町、四万十町 

※赤下線部は、当該道路開通以降の各計画の修正等において追記等されたもの。 

【参考】 地域防災計画等に新たに位置付けられたことによる防災効果の試算 

《参考》須崎くろしお病院 事業継続計画 H27.2（抜粋） 

※試算の検討にあたっては、学識経験者、医療関係者、消防関係者、自治体関係者の 
 意見を踏まえ実施。 
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＜救命・救助活動の早期化により救われる被災者数＞ 

くぼかわ病院 
（高幡地区災害拠点病院） 

須崎くろしお病院 
（高幡地区災害拠点病院） 
※）津波浸水区域内に位置 
 するため一時的に機能不全 
 に陥ると仮定 

国道５６号浸水区間 

須崎西IC 
～中土佐IC間 
浸水延長：2.1km 

須崎西IC 
～中土佐IC間 
浸水延長：1.2km 

四万十町東IC 
～四万十町中央IC間 
浸水延長：0.0km 

＜被災直後における重症患者の搬送＞ 

須崎市、中土佐町内の 
重症患者を 
くぼかわ病院に搬送 

国道５６号の啓開日数：２.４４日（≒３日） 

四国横断自動車道の啓開日数：１．３０日（≒２日） 

救助・救急活動の早期化により 
救われる被災者数 
 

人命価値の観点からの軽減効果 

１８.２人 

約１５億円※ 

▼救出までの日数と生存率との関係 
  （阪神・淡路大震災における実績） 

※）評価期間50年間の現在価値 
※）人的損失の原単位については、2007年に内閣府がとりまとめた交通事故に関する精神的損害額である226百万円/人を適用 

（発災） （2日目） （3日目） （4日目） 出典）近畿地方整備局 

早期のアクセス改善 
による生存率の向上 

15.1％⇒24.2％ 
 

9.1％向上 

＜人的損失の軽減効果 【試算値】＞ 

※）高知県の被害想定に示される死者数のうち、道路啓開日数の短縮による早期救助・加療により助かる人数を試算。 
表中の死者数については、建物倒壊、急傾斜地崩壊、火災、ブロック塀（津波以外）の値 

【参考 試算】 ②早期のアクセス改善による救命人口の増加 【被災直後～】 

・四国横断自動車道の開通により早期のアクセスが可能となり、発災直後における被災者の救命・救助活動などを支援。 

・迅速な処置が必要となる重症患者においては、救命・救助活動の早期化に伴い生存率向上への寄与が期待される。 

四国横断 
自動車道 

 
      

① ② ③（①×②）

須崎市 60 9.1% 5.46
中土佐町 140 9.1% 12.74
計 200 9.1% 18.20

地域区分
【現状】

津波以外の
死者数（人）

アクセス改善
の差による
生存率の差

アクセス改善
の差による
生存者数
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■今後の事後評価の必要性 

 四国横断自動車道 阿南四万十線（須崎新荘～窪川）の開通により、現道の交通難所の解消による安全・安心の確保、 
信頼性の高い緊急輸送道路の確保、広域連携の強化や交流の促進による地域の活性化など、事業目的に見合った効果が 
確認できていることから、今後の事後評価の必要性はない。 

■改善措置の必要性 

■同種事業の計画・調査のあり方や事業評価手法について見直しの必要性 

４．今後の事業評価の必要性等 

四国横断自動車道 阿南四万十線（須崎新荘～窪川）は、想定された効果が発揮されており、改善措置の必要性はない。  

現時点では、同種事業の計画・調査のあり方や事業評価手法の見直しの必要性は見られない。 

※ ３便益以外の効果（試算例） 

 ◆第３次医療施設への所要時間短縮による救命率の向上  【約６０億円】 

 ◆津波による通行被害の回避                    【約３９億円】 



四国横断自動車道 阿南四万十線（須崎新荘～窪川） 
一般国道５６号 中土佐インター関連 

備考 
（前回評価時からの主な変更点） 

前回評価時 
（平成２３年度） 

今回評価時 
（平成２７年度） 

延長 延長 ２１．８ｋｍ 延長 ２１．８ｋｍ  ・変更なし 

計画交通量 
（将来推計値） 

９，７００～１４，３００台/日 ９，８００～１４，３００台/日 

 ・交通量の見直し 

  前回：将来交通量推計（Ｈ17センサスベース、事業化ネット将来ＯＤ表） 

  今回：将来交通量推計（Ｈ17センサスベース、事業化ネット第2段階将来ＯＤ表） 

総事業費 ９４８億円 ８０８億円 
 ・トンネル工法、トンネル断面の見直し、効率的な残土処理場の確保などに 
 よるコスト縮減 

総費用(C) １，０３７億円 １，０１９億円  ・基準年の変更（Ｈ23からＨ27基準） 

総便益(B) １，６７８億円 １，８６０億円  ・基準年の変更（Ｈ23からＨ27基準） 

費用対効果
(B/C) 

１．６ １．８  ・総費用及び総便益が変化したため 
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※総費用及び総便益は、基準年における現在価値の値 

＜参考資料＞ 費用便益 

■ 前回評価時との比較 
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＜参考資料＞ 主なコスト縮減内容 

■トンネル断面の見直し等 

＜３心円＞ ＜５心円＞ 

■市町の協力による近隣での残土処理場の確保 

面積：77m2 面積：73m2 

○トンネル断面の見直し 

 ・ 区間内のトンネル数 ： ８トンネル 

 ・ トンネル延べ延長  ： １０，４３６ｍ 

 ・ 断面積の低減       ： 約４m2 

 ・ 掘削量の削減    ： 約４２，０００m3 
 

○監査廊断面の見直し（JH基準⇒直轄基準）や 

 坑口工（突出型⇒面壁型）の見直し 

コスト縮減  約１０億円 

四万十町 

須崎市 中土佐町 

高速道路 

一般国道 

事後評価箇所 

： 残土処理場 

至四万十市 

至高知市 

① 

①四万十町影野地区 

○近隣での残土処理場の確保により 

  残土の運搬距離が短縮 
 

 ・ 残土処理量 ： 約３０万m3 

コスト縮減  約４４億円 

■トンネル工法の見直し 

○トンネル工法の見直し 

 ・ ウォータータイト工法（非排水構造） 

    ⇒ 通常の山岳トンネル工法（通常の排水構造） 

 ・ 対象トンネル ： ４トンネル 約５．６km 

コスト縮減  約７０億円 

覆工コンクリート 
t=500 

防水シート 

覆工コンクリート 
t=300 

防水シート 

＜非排水構造＞ ＜排水構造＞ 
地下水 

地下水 


